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鹿児島県総合教育センター

平成29年４月発行

技術・家庭科技術分野における社会や生活との関わりを意識した授業改善

－主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習活動を通して－

「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要

な方策等について（答申）」において示された技術・家庭科技術分野の課題に対応すること

を目的として，主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善について紹介する。

対象

校種

小学校 中学校幼稚園

高等学校 特別支援学校

１ 技術・家庭科技術分野における課題と

主体的・対話的で深い学び

現在，社会からの要求に応じて，ＡＩ

（人工知能）やＩｏＴを始めとした様々
＊１

な技術が飛躍的に進歩している。一方で，

それは産業構造や就業構造も含めて社会に

大きな影響を与えるなど，技術と社会は相

互に影響し合う関係にある。このような社

会において技術・家庭科技術分野では，技

術の発達を主体的に支え，技術革新を牽引

する素地となる資質・能力の育成を目指し

た学習指導が求められるが，この点に関し

て次のような課題が指摘されている。

社会，環境及び経済といった複数の側

面から技術を評価し具体的な活用方法を

考え出す力や，目的や条件に応じて設計

したり，効率的な情報処理の手順を工夫

したりする力の育成について課題がある

との指摘がある。

（「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領

等の改善及び必要な方策等について（答申）」p.179から引用）

この課題に対応するためには，社会や

生活との関わりにおいて，技術に関する

「問題発見・課題設定」から「解決活動の

振り返り」までの一連の学習過程の中で，

常に活動内容や方向性の評価・修正を繰り

返しながら，最適解を導き出していく学習

指導の充実が必要である。その際，主体的・

対話的で深い学びの実現に向けて，図１に

ある学習過程を見直し，改善を図ることが

重要である。

（「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領

等の改善及び必要な方策等について（答申）」別添資料11-6を基に作成）

図１ 技術分野の学習過程
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主体的な
○ 生活や社会に着目した課題設定

学び
○ 学習の見通しをもたせる手立て
○ 次の学びを意識した振り返り活動

対話的な
○ 生徒同士の学び合いを高める手立て

学び
○ 地域や関係機関の有効活用
○ 既製品の有効活用

深い学び
○ 「技術の見方・考え方」を働かせた
問題解決的な学習の充実

２ 技術・家庭科技術分野における主体的・

対話的で深い学びの実現に向けたポイント

主体的・対話的で深い学びの実現に向け

た技術分野の授業改善を図るポイントを次

のように考える。

３ 主体的・対話的で深い学びの実現に向け

た授業改善

(1) 「主体的な学び」を視点として

ア 生活や社会に着目した課題設定

生活や社会に着目した課題設定を行

うには，指導者の意図的な手立てが必

要となる。そのためには，まず地域や

学校の実態に着目することが求められ

る。その上で，技術分野の学習内容と

照らし合わせると，授業のヒントにな

る要素が見えてくると考える。

図２は，「Ｄ 情報に関する技術」

の「計測・制御プログラム」における

１単位時間の学習過程例である。授業

の導入段階で，校区内にある信号機の

ない横断歩道を渡る歩行者の様子を動

画で観察し，生徒に実体験から問題点

を見いださせることで，計測・制御プ

ログラムの学習内容と関連付けた「歩

行者と自動車に配慮した信号機プログ

表１ 技術分野における主体的・対話的で深い学びの実現に向けたポイント

写真１ 見通しをもたせる工夫

ラムの作成」という課題設定につない

でいる（図２Ａ）。

イ 学習の見通しをもたせる手立て

学習の見通しを

もたせるには，ワー

クシートの活用な

ど様々に考えられ

る。例えば，題材

を通した学習活動

を黒板に提示して

おくと，生徒自身

に見通しをもたせる手立てとして活用

できる（写真１）。

ウ 次の学びを意識した振り返り活動

この取組として，例えば，授業の終

末段階で，次時の学習への関連付けを

意識して本時の学習を振り返らせるこ

図２ 「計測・制御プログラム」の学習過程例
（鹿児島市立吉田南中学校の実践を基に作成）
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とも一つの手立てであると考える

（図２Ｃ）。その際，使用する振り返

りカードについては，生徒が学んだこ

とを次の学びに生かすことができる視

点で作成されたものであることが必要

である。また，家庭や地域での学び

も次の段階への学びへつながるので，

例えば，生徒が長期休業の課題に生か

し，これまでの学習を振り返ることが

できるようにしておくことも「主体的

な学び」を視点とした取組であると考

える。

(2) 「対話的な学び」を視点として

ア 生徒同士の学び合いを高める手立て

この取組として，図２では，「歩行

者と自動車に配慮した信号機プログラ

ムの作成」という課題解決を図るため，

歩行者と自動車の二つの立場による対

話的な学びを設定したものである

（図２Ｂ）。これは，二つの立場から

出された様々な意見を基に，それぞれ

の兼ね合いを考慮しながら最適解を導

き出していく過程で，生徒一人一人が

自分の考えを広げ深めることをねらい

としている。この際，複数の視点から

話合いを進める必要があるが，生徒の

生活経験だけでは気付かない視点があ

ることが考えられる。そこで，あらか

じめ検討する視点を提示しておく必要

がある（表３）。検討する視点が明確

であれば，生徒自身が様々な側面から

解決策を導き出していこうとする主体

的な取組を促すことができる。

さらに，「歩行者の安全面を考慮し

て，歩行者信号の青信号の点灯時間を

長くすると，自動車の渋滞を招く」と

いったトレードオフの関係にも気付か

せることができる。このようなトレー

ドオフの関係や，それぞれの兼ね合い

を考慮しながらも，優先すべき点を的

確に捉え，最適解を導き出す過程を経

験させることが，将来の技術革新を牽

引する素地となる資質・能力の育成に

つながると考える。

イ 地域や関係機関の有効活用

技術分野は，地域や関係機関との対

話活動を取り入れやすい教科である。

例えば，「Ｃ 生物育成に関する技術」

の学習において，地域の方を講師に招

聘し，地域の園芸作物についての講
へい

話や，「Ａ 材料と加工に関する技術」

の学習において，生産者の立場からも

のづくりに関する講話を通して，生徒

の考えを広げ深める取組などが考えら

れる。

ウ 既製品の有効活用

技術分野では，他者との対話だけで

なく，既製品の分解等の活動を通して，

その開発者が設計に込めた意図を読み

取るといったことなども対話的な学び

となる。この活動を通して，利便性や

安全性，環境面や経済面など様々な視

検討の視点 歩行者の立場 自動車の立場

利用者について（年代，性

別など）

利用状況（時間帯による歩

行者・交通量など）

安全面の配慮事項（信号機

の点灯時間など）

その他（配慮事項）

表３ 対話活動における検討の視点例
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点で工夫されていることを確認し，自

分の作品の設計場面あるいは評価場面

などで生かしていくことも有効である。

(3) 「深い学び」を視点として

「幼稚園，小学校，中学校，高等学

校及び特別支援学校の学習指導要領等

の改善及び必要な方策等について（答

申）」では，「技術の見方・考え方」

を次のように示している。

図３は，「Ａ 材料と加工に関する技

術」の「材料と加工法」における１単位

時間の学習過程例である。前時までのス

コップ製作を通して習得した基礎的・基

本的な知識と技能，製作したスコップを

活用して気付いたこと，市販品と比較し

た結果などを基にして，更にスコップの

改善を図ろうとする学習活動である。そ

のための視点として，作業効率，安全面，

経済面，環境負荷など技術との関わりを

意識した点に着目させ（図３Ａ），協働

的な学習活動を通して最適解を求めさせ

ている。また，班ごとに導き出した最適

解を具現化させたり，明確な根拠に基づ

いて発表させたりすることが，生徒の思

考の広がりや深まりにつながる（図３Ｂ）。

さらに，振り返り活動において，最適解

に必要なことをまとめさせることが，技

術と社会との関わりを理解させるととも

に，技術を適切に評価し活用しようとす

る態度を育成することにつながると考え

生活や社会における事象を，技術との関
わりの視点で捉え，社会からの要求，安全
性，環境負荷や経済性等に着目して技術を
最適化すること

（「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導

要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」p.180から引用）

る（図３Ｃ）。

主体的・対話的で深い学びは，１単位時間

の授業の中で全てが実現されるものではなく，

１単元や１題材の中で実現されていくことが

求められる。そこで，技術分野の各内容の学

習において，主体的・対話的で深い学びの実

現に向けた学習活動を，どの場面で，どのよ

うに設定するかという視点で授業改善を図っ

ていくことが求められる。

（教職研修課）
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